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蓉
、
醗
、
．
醗
・
、
究
　
．
第
饅
争
翼
魏
．

新
著
紹
介

　
　
　
　
　
印
度
口
話
恩
私
史
　
　
　
　
橘
　
　
憲
　
勝
菩

　
「
…
佛
数
心
理
の
研
究
」
擦
者
橘
十
勝
氏
今
又
約
七
百
頁
に
藁
ん
と
す
る
穴
著

「
印
度
佛
教
思
想
史
」
を
公
に
せ
ら
る
、
藏
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
、
「
佛
敏
の
曲

調㈲

j
に
就
き
て
は
大
軸
賊
紐
な
る
も
の
が
あ
っ
て
」
、
一
の
晶
鰍
系
を
隔
灘
轍
課
す
る
」
災

蒋
が
「
比
較
的
に
よ
く
鵬
翼
さ
れ
て
あ
る
」
、
然
る
に
そ
の
懸
賞
を
「
高
閣
に

束
ね
て
癒
魚
の
蝕
す
る
ま
鮎
に
委
し
て
亭
亭
的
に
整
理
せ
ん
と
す
る
人
の
な

き
菰
と
」
を
「
無
念
」
と
し
、
「
難
行
苦
行
」
の
十
五
年
の
H
子
を
費
し
、
「
支

那
に
於
け
る
審
判
と
、
い
ふ
見
か
を
離
れ
」
「
專
ら
内
慮
的
批
鋼
に
よ
り
て
公
犯

を
保
」
ち
、
「
紐
織
的
な
る
解
説
的
叙
違
を
な
す
混
合
に
竜
可
成
は
故
の
型
と

煙
れ
ぬ
よ
う
に
、
そ
し
て
容
易
に
理
解
…
せ
ら
る
蕊
よ
う
に
と
歩
軍
…
し
」
、
「
歴

・
災
的
獲
展
を
見
る
上
に
は
蜜
研
ら
内
麗
批
鋼
に
よ
り
て
、
學
説
の
梶
柵
を
霞
己

の
私
見
に
て
止
下
す
る
搬
な
道
断
を
避
け
る
事
に
浬
心
し
て
」
本
欝
は
公
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
二
者
往
々
そ
の
佛
敏
史
の
解
説
に
於
で
臨
に
里
人
研
兜
の
結
果
κ
よ
る
も

の
が
あ
る
、
そ
れ
元
よ
り
蒲
じ
、
併
し
薫
人
の
講
必
ず
し
峯
趾
し
い
と
醤
q
．

へ
な
い
、
酋
入
の
佛
毅
を
研
銘
す
る
多
く
は
材
欝
を
与
れ
に
配
る
、
そ
の
巾

に
は
張
れ
譲
匙
る
に
依
り
て
彼
れ
駆
る
も
の
亀
紗
少
で
な
い
、
　
帯
入
縦
須
く

言
置
が
樗
料
に
よ
り
て
我
莇
■
携
ら
り
研
究
を
…
運
げ
そ
の
根
縦
を
作
ち
な
け
れ
ば

．
な
ち
ぬ
、
わ
が
欝
料
と
は
侮
ぞ
、
最
も
手
近
き
蓄
の
繧
謙
譲
纏
で
あ
る
、
併

し
大
仁
縄
の
研
究
こ
れ
元
來
容
易
な
業
で
は
な
い
、
　
然
6
に
署
潜
橘
氏
永
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
一
二

ζ
の
大
洗
維
研
究
に
全
力
を
擁
げ
、
島
の
結
果
と
レ
て
今
そ
の
鷺
蓄
を
嚢
表

せ
ら
る
、
實
に
わ
が
學
界
の
慶
賑
と
露
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
今
そ
の
臼
次

を
見
る
k

序
騰
－
一
、
，
印
度
文
朋
の
湖
源
。
　
二
、
繊
力
思
惣
の
獲
逮
。
三
V
泄
渡
患
想
嘱

實
の
概
辮
…
。
　
四
、
外
國
交
化
の
影
鍵
隔
。
本
論
一
山
、
、
糊
奪
の
立
教
。
二
、
黎
典
、

に
就
き
て
。
三
、
皇
統
に
就
き
て
。
－
（
部
執
増
生
の
時
代
）
指
凶
、
大
衆
部
。

五
、
　
附
育
王
の
群
島
。
　
山
ハ
、
　
競
健
遅
帝
須
。
　
七
、
檀
”
†
部
。
　
八
、
　
設
　
燐
有

部
。
　
九
、
化
地
部
。
十
、
法
識
部
及
び
遡
葉
緯
部
。
十
一
、
製
塩
山
部
。
十

ご
、
総
量
部
。
十
黒
、
泌
勝
。
十
四
、
龍
軍
。
一
（
綜
合
運
動
の
時
代
）
1

十
黒
、
大
粟
維
の
掛
現
。
＋
六
、
大
集
灘
。
＋
七
．
蘂
厳
経
。
↑
八
、
般
落

経
。
十
九
、
龍
樹
。
二
†
↓
提
婆
。
二
十
一
、
二
兎
。
二
十
二
、
曾
伽
羅
刹
。

二
十
三
、
大
難
婆
沙
。
　
二
＋
四
．
討
梨
丑
日
。
ご
十
覧
、
妙
轄
難
華
羅
。

二
十
六
、
摺
伽
阿
鞍
多
羅
賓
灘
。
　
一
．
｝
十
七
、
大
鹸
獄
泥
…
鷹
纏
。
二
4
．
八
、
勝
憂

経
。
二
や
九
、
無
簸
。
洞
牽
、
灘
鵜
。
三
二
、
踵
雛
。
蕊
＋
二
、
護
法
。

三
十
三
、
結
論
。
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
・
　
一

　
思
想
史
鵜
究
の
腿
素
と
し
叢
暑
が
そ
の
序
説
に
於
て
工
数
興
起
の
背
景

を
聞
〃
か
に
せ
ん
と
し
た
る
が
麺
き
、
　
叉
、
佛
三
思
惣
搬
展
の
理
路
を
示
す
た

め
に
婦
教
悔
箏
歳
無
し
多
一
の
挿
畿
を
載
せ
ら
れ
た
の
が
如
逮
、
叉
、
怒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

宋
に
六
〇
頁
を
費
し
て
索
引
を
欝
せ
ら
れ
た
る
が
麹
き
、
皆
署
譜
苦
心
の
存

す
る
麿
と
し
て
之
を
晃
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
甑

．
余
が
本
邸
瑠
譲
の
際
得
た
る
解
感
の
総
て
を
纏
蓮
す
る
事
は
糠
喜
に
頬
に

騒
ぐ
ろ
か
ら
、
今
そ
の
申
・
一
二
の
爆
心
に
晶
瓢
て
…
述
べ
て
〃
鮎
る
事
と
・
ず
る
。

　
蔚
蛍
か
鶴
験
憶
想
吏
縄
鞭
の
懲
度
が
箪
に
鶴
論
の
主
翼
的
擬
察
に
麟
か
す

毒
薬
鵜
災
響
顧
慮
し
灘
凝
し
た
も
の
で
あ
る
鰯
に
朋
か
に
馨
箭



　
　
で
あ
る
が
、
算
し
往
々
穴
な
る
鶉
翻
に
走
9
て
、
玉
乗
を
迷
馴
し
、
苦
銀
せ

　
　
－
し
む
る
9
℃
の
瞭
か
妙
り
か
・
レ
緯
3
一
の
｝
り
と
m
“
・
か
。
　
翻
ロ
へ
げ
晒
へ
一
）
『
木
目
ふ
内
振
的
批

　
　
朔
か
ら
、
そ
の
雌
行
を
初
め
た
る
醗
獲
馳
を
定
賑
し
て
思
想
つ
陵
展
し
た
る

　
　
踪
跡
を
辿
れ
ば
、
資
ら
罐
史
の
祉
穣
が
現
は
れ
て
く
る
も
の
で
あ
b
し
と
い

　
　
ふ
署
諏
嘱
の
能
“
疲
は
可
な
り
と
す
る
も
、
「
凝
ビ
僅
伊
ゴ
ラ
ス
の
盟
駄
が
、
ア
レ
キ

　
　
サ
ン
ド
リ
ア
に
於
て
最
も
鋒
蔑
な
り
し
甑
鷲
紀
濁
醜
一
世
紀
に
し
て
、
　
こ
の
田
心

　
　
剃
碑
が
野
ル
㌣
ダ
河
に
近
き
海
賦
一
ピ
に
解
団
可
せ
て
、
　
鰐
屏
聡
し
た
る
薪
堀
勢
啓
か
、
文

　
　
礫
甲
蹴
－
一
瞥
熊
寧
の
弗
誉
㎞
購
に
て
代
表
蘭
．
・
つ
る
」
、
　
（
人
臨
砺
羅
噛
無
恥
か
鑑
は
．
孔
繭
だ
も
の
、
㍗
あ
）

　
　
る
」
と
論
ず
る
の
は
（
三
〇
．
一
…
…
…
｝
頁
）
果
し
て
如
何
．
“
．
、
あ
ら
ら
か
。
（
二
）

　
　
悔
と
へ
外
撲
滅
加
心
の
影
輝
岸
あ
り
と
詐
し
て
も
、
　
大
焦
目
樫
を
鋭
て
大
…
集
疵
口
反
旗
μ

　
　
の
黙
隅
典
に
し
て
門
グ
ジ
ヤ
ラ
㍗
か
ら
ラ
ジ
ブ
タ
ナ
へ
か
搾
た
る
飽
出
門
に
て
」

　
　
成
立
し
た
る
も
の
と
す
る
が
招
き
（
三
一
八
頁
）
、
叉
、
「
甦
徳
盈
活
を
離
れ
て

　
　
信
仰
蕉
活
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
渡
心
の
初
め
に
、
如

　
　
家
の
敷
徳
を
n
的
と
す
る
患
惣
と
し
て
は
常
然
の
こ
と
で
あ
る
」
　
と
し
て
、

　
　
羅
馬
欺
経
を
以
て
火
隼
謂
職
に
次
ぎ
流
演
一
地
方
に
於
て
濃
覗
し
た
る
も
の
な
り
と

　
　
せ
る
が
嫡
き
（
三
一
九
頁
蓬
薄
一
混
頁
）
、
一
翻
縛
溌
寄
論
と
し
て
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
発
る
事
を
得
べ
馬
、
も
若
し
…
滑
者
の
言
葉
を
慮
る
事
が
許
さ
る
Σ
な
ら
ば
、
よ

　
　
り
勿
♂
く
卿
輪
編
“
1
3
る
史
料
の
な
い
眼
り
、
　
學
術
上
よ
り
し
て
は
畢
画
兄
㎝
、
大
脂
な

　
　
る
臆
断
ご
に
過
謎
で
な
い
と
、
冨
ひ
粥
秘
な
い
で
あ
ら
う
か
。
　
父
、
哨
者
訊
哨
胴
親
即
伽
阿

　
　
践
多
羅
寳
違
・
マ
以
て
錫
薄
島
に
て
成
立
し
た
る
緩
典
で
あ
る
と
蓮
べ
ら
れ
て

　
　
鱒
…
る
・
が
（
四
六
九
頁
）
、
若
し
嘱
し
て
塾
、
…
ら
ば
堀
存
の
漢
課
及
び
発
寧
の
鋸
庶
・

　
　
が
錫
豆
殿
蕊
り
翻
課
ズ
は
．
軍
課
さ
馳
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
史
料
が
乏
く
と

　
　
も
な
く
て
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
が
鍔
腱
に
あ
ろ
か
、
こ
∂
．
盛
大
に
し
て
根
本
的

玲簸
　

な
る
撮
　
題
を
全
く
頴
虚
…
せ
ず
、
　
又
そ
の
史
料
を
示
．
き
．
ず
し
て
、
輕
々
に
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
著
　
紹
　
介
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
躯
謂
じ
去
り
た
る
者
嵩
は
、
　
翻
然
猫
．
断
の
穐
隅
を
＃
受
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
内
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、

．
的
批
朔
も
畢
党
穣
鹿
の
問
題
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
次
に
本
舟
富
に
要
す
る
蓄
望
の
一
二
を
蓮
べ
で
見
る
。
，
（
一
）
印
縫
佛
数
実
上
、

重
大
な
る
乾
置
を
・
口
む
る
鋼
魔
講
に
就
い
て
鍍
飾
編
は
轟
然
論
ず
る
研
が
な

　
い
、
　
大
勢
贈
鷲
宥
の
総
州
と
し
て
唯
一
度
そ
の
名
を
出
さ
’
描
た
続
琳
燃
ぎ
む
い
、
・

　
そ
れ
が
鑓
硝
の
作
で
あ
る
が
否
か
は
問
は
ず
と
し
て
も
、
論
そ
の
も
β
と
し

　
て
少
し
砥
砺
繭
及
せ
r
～
o
べ
き
注
臨
み
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
、
　
♪
甲
控
奇
“
て
叩
宕
巻

　
が
「
醤
佛
数
嬬
誌
上
嬬
減
劉
の
作
に
あ
ら
ず
と
し
て
み
．
り
併
究
の
結
凹
木
｝
∵
魚
殴
表

　
せ
ら
れ
た
鴬
め
で
あ
ら
う
と
は
怨
ふ
が
、
　
そ
れ
に
し
て
も
縛
等
か
一
　
冨
木
霜

　
　
に
疎
い
礎
．
藷
鳩
，
崎
ら
る
べ
き
で
あ
ウ
た
、
　
殊
に
加
冠
度
（
鱒
に
貴
す
る
督
出
有
の

　
見
解
を
知
る
を
β
ぼ
木
再
閲
績
者
の
焚
笠
．
決
し
て
紗
少
で
け
な
か
ら
う
ξ
思

　
ふ
。
（
二
）
署
膚
が
田
仙
想
史
三
論
の
一
要
素
と
し
て
地
理
を
重
大
醐
せ
ら
れ
た

　
こ
モ
ば
い
》
が
、
併
し
ル
、
の
詑
態
せ
ら
れ
た
る
多
く
の
地
、
名
が
果
』
」
何
劇

　
の
方
角
に
存
ず
る
か
を
示
す
べ
き
一
の
附
罰
ず
ら
添
へ
ら
麗
で
な
い
と
い
ふ

　
事
は
宏
鋸
南
と
し
て
剛
大
欠
鮎
で
、
あ
る
乏
黒
ふ
。
（
…
鵬
）
巌
に
療
蒲
の
挿
入
で
あ

　
る
が
必
需
な
る
所
に
欠
ぴ
、
　
不
必
要
と
患
は
る
㌧
所
に
燦
　
々
挿
入
せ
ら
れ
、

9
し
か
も
そ
れ
が
雌
…
謎
っ
て
が
る
と
い
ふ
事
は
鰹
裁
の
土
か
ら
嘗
っ
て
も
、
今

　
少
し
ぽ
注
棄
せ
ね
ぽ
か
、
ら
ぬ
と
息
ふ
。
（
鱒
）
謎
殖
の
多
い
事
は
亦
木
書
の
歓

　
鯖
．
て
あ
る
、
　
勿
壽
・
B
然
的
な
漠
杭
紋
氏
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
兎
に
角
本

　
既
B
に
於
け
る
妬
く
乎
を
以
て
殿
F
ふ
べ
き
誤
値
の
如
き
は
、
　
事
載
末
の
問
郷
飼
に

　
わ
た
る
と
協
亀
、
　
し
か
も
木
盃
の
如
き
挙
究
的
署
嘗
聞
係
一
曲
の
大
に
心
せ
ね

　
ば
な
ら
総
点
で
も
る
と
愚
ふ
、
勿
論
巻
家
に
疋
早
掘
が
三
馬
添
へ
ら
れ
ザ
、
あ

　
る
が
、
そ
れ
は
隷
め
て
一
部
分
の
ち
の
で
、
し
か
も
そ
の
搬
か
灘
頁
の
銀
謎

　
表
の
中
に
於
て
既
に
十
除
遊
謎
植
あ
る
．
に
於
て
余
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
つ

／

髪



1鋤．

．
勲
、
理
、
、
、
脇
∴
霧
．
第
霞
．
＋
罪
競

．
だ
の
で
あ
、
る
。

　
ぶ
欝
億
要
す
る
に
各
麗
各
論
黒
部
詳
論
薩
の
愛
想
を
を
れ
ぐ
殆
ど
濁
立

に
心
理
的
観
察
を
翼
へ
て
解
剖
紹
・
介
せ
ら
れ
た
屯
の
で
あ
っ
て
、
繋
る
印
度

伽
教
思
想
に
關
擁
あ
る
史
料
個
々
の
解
題
と
し
て
見
る
べ
く
、
養
思
惣
史
料

そ
れ
廊
ち
の
内
容
麹
侮
を
鏡
は
ん
と
ナ
る
も
の
に
と
り
て
は
蜜
蝋
に
な
る
と

患
ふ
が
、
併
し
紐
織
さ
れ
た
る
思
想
史
と
し
て
の
豫
期
の
敷
果
は
本
寝
に
於

て
之
を
認
む
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
患
ふ
、
兎
に
角
本
欝
を
諮
…
ん
で
、

先
づ
感
ず
る
所
を
忌
灘
な
く
嘗
ふ
事
が
詐
さ
る
エ
な
ら
ば
各
史
料
に
封
ず
る

公
述
な
る
欝
親
的
考
察
の
不
是
と
、
綴
版
の
不
用
意
と
、
大
憲
に
し
て
綬
昧

な
る
再
三
と
が
そ
の
駅
鮎
で
あ
ら
う
。
　
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
東
京
大
両
舘
獣

行
、
竃
擬
滲
醐
滲
拾
鋳
、
（
本
田
義
英
）

昆
本
寛
義
＆
飢
民
数
目

橋
一
言
簿
著

　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
武
闘
か
五
葉
は
近
頃
、
｛
贋
く
一
般
に
珊
ゐ
ら
れ
て
鷹
る
流

行
醤
で
あ
る
事
は
一
等
ふ
ま
で
も
な
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
晶
碗
へ
ば
炎
匙
丈
で

も
う
侮
だ
か
意
味
が
わ
か
っ
た
搬
な
興
起
が
す
る
程
、
　
畔
に
慣
れ
て
る
。
弼

し
果
し
て
ど
書
痙
想
裏
門
る
の
か
と
聞
か
を
竺
剛
隔
る
人
が

多
か
ら
う
。
　
叉
こ
の
嘗
葉
が
多
く
の
入
学
の
燭
に
も
て
は
や
さ
る
一
如
の
反

顧
に
は
、
　
殺
闘
顧
岬
楽
の
想
㎞
恕
と
露
一
冨
に
か
け
離
れ
た
否
全
く
罵
反
欝
な
m
仙
想

で
あ
惹
か
の
搬
鴇
だ
れ
て
、
絶
っ
て
テ
灘
ク
ラ
シ
ー
と
鴬
へ
ば
轟
危
論

調
惣
の
搬
に
見
微
す
傾
磯
が
…
か
に
存
す
る
撫
も
璽
は
れ
な
い
糠
で
あ
る
。

斑
密
と
か
純
奉
と
か
嘗
へ
ば
齎
寵
と
か
鍛
本
と
か
と
矛
矯
す
る
様
菰
感
ぜ
ら

る
。
あ
が
撃
墜
と
す
れ
ば
、
穿
駕
2
ξ
ク
ラ
シ
あ
澱
義
を
甥
か
に
し
て
、

我
が
餅
盤
と
の
舗
孫
を
朔
朋
に
説
く
壌
が
、
徒
ら
催
”
あ
嘗
禁
に
鑓
羅
t
た
r

轡
蝋
臨
監

一
ツ
、
　
叉
「
蚊
徒
ら
鋒
危
瞼
覗
す
る
事
よ
サ
も
、
灘
ま
し
．
い
こ
と
で
あ
る
と
患
は

れ
る
。
黍
纏
は
そ
う
貢
ふ
激
味
か
ら
見
て
、
認
に
生
る
べ
く
し
て
中
れ
た
も

の
で
あ
る
。
銀
つ
署
旛
“
が
現
に
姻
続
教
育
の
出
際
に
羅
紋
っ
て
居
る
と
嘗
ふ

毒
か
ら
、
著
者
其
の
入
も
亦
得
た
り
と
㎜
冨
へ
よ
う
。

（
一
）
謡
本
霊
義
と
は
侮
そ
や
、
（
二
）
斑
滋
々
義
に
贅
し
て
、
（
三
）
聚
本
主
義

と
鮎
双
一
個
、
　
（
…
四
）
斑
本
・
驚
義
と
富
田
…
糧
、
　
（
五
）
斑
本
・
認
義
と
敏
育
、
　
（
山
ハ
）
欝
民
一

水
説
義
、
（
七
）
辮
災
一
木
説
義
と
家
族
制
慶
、
（
八
）
滑
斑
刷
本
叢
義
と
學
枚

…
歌
育
、
（
九
）
君
襲
一
二
童
話
と
祉
倉
醐
題
、
」
弊
に
大
別
し
て
葡
、
後
駆
二
買

。
頁
に
渡
っ
て
纏
…
々
溶
い
て
罵
る
所
は
、
麟
紡
ジ
ン
カ
ー
ン
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
獲
姦
し
て
、
人
斑
の
爲
め
に
、
書
留
に
乗
る
人
斑
の
政
治
終
o
Q
o
ゼ
建
㌘

同
蓉
簿
魚
笹
。
鷲
β
常
一
）
v
・
浄
ぎ
鷲
◎
瓢
◎
瞥
㍑
鋳
。
｝
ぎ
℃
ど
と
言
っ
た
の

を
、
　
我
國
に
重
て
は
、
入
民
め
爲
め
に
、
人
民
に
擦
る
穴
君
の
致
治
（
夢
O

o
。
6
、
量
婁
・
窒
δ
綴
忌
§
二
》
・
伴
g
》
§
一
驚
ぎ
驚
豊
。
）
と
改
葺

す
べ
き
所
以
と
、
磯
が
國
域
道
徳
の
理
惣
と
し
て
裂
民
嚇
本
烹
義
を
鳩
激
す

べ
き
理
由
の
附
明
で
あ
り
、
馴
れ
が
眞
に
デ
屯
ク
ラ
シ
ー
．
を
貌
が
國
馬
化
し

た
憲
張
で
あ
り
、
・
あ
理
法
を
國
民
起
七
二
せ
し
む
る
事
が
姻
斑
玉
響
上
驚

火
な
慧
幾
を
有
す
る
と
嘗
ふ
廓
を
、
力
説
し
て
屠
る
。
叙
農
芸
に
し
て
翼
を

得
、
頗
る
壁
跡
鐵
な
薯
蓮
饗
あ
る
。
（
墨
壷
薬
嚢
行
、
定
債
繊
掴
載
拾
銭
、
深

階
武
）

、
軸
経
費
，
婆
ア
轟
、
溜
、
蒼
み
ズ
及
び
器
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
撃
土
　
小
・
態
虎
之
助
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
趣
に
寮
、
者
が
濁
測
の
昆
解
を
色
々
の
蜀
題
に
つ
い
て
費
要
し
得
る
直
総

、
ふ
毒
酸
確
か
に
癌
快
噸
事
噸
あ
夢
涯
つ
望
賑
し
い
撃
で
あ
る
が
懸
夢
難
憩
に
．


